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小田原市スポーツ推進審議会 

令和５年度第１回審議会 議事録 

 

１ 日  時：令和５年８月２４日（木）１４時から１５時３０分まで 

２ 会   場：小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ 大会議室  

３ 出席委員：江島会長、高田委員、市川委員、江原委員、𠮷田委員、上原委員、 

齊藤委員、野田委員、佐藤委員、五十嵐委員 

４ 欠席委員：立川委員、上野委員、鈴木委員、片山委員、飯岡委員 

５ 事務局 ：小澤文化部スポーツまちづくり担当部長、穂谷野スポーツ課長、 

瀬戸スポーツ振興担当課長、菊池管理係長、室橋主査、酒井主任、権守主任 

５ オブザーバー：小田原市体育協会 豊田専務理事 

株式会社パブリック・マネジメント・コンサルティング 

         川島氏、齋藤氏、川又氏 

６ 傍 聴 者：なし 

７ 会議の内容 

（１）スポーツ振興事業について 
事務局 

 

スポーツ振興事業について説明させていただきます。 

①「みるスポーツ」の振興事業についてです。数字が前後して申し訳ない

ですが、資料 5 をご覧ください。本市では、市内外の競技団体やスポーツ

チーム等と連携し、市民がスポーツを見る、あるいは触れる場の推進を図っ

ています。 

1、クボタスピアーズ小田原合宿についてです。 

ラグビートップリーグである LEAGUE ONE で今年優勝したクボタスピ

アーズが、本市の城山陸上競技場で合宿を実施します。なお、同チームには

来月からフランスで開催されるラグビーワールドカップの日本代表や南ア

フリカ代表も在籍しています。連携予定の取り組みは、練習試合の無料公開

や、市内小学校へのラグビー体験等の出前授業、市ラグビー協会のラグビー

スクールの生徒との交流等を予定しています。 

2 の W リーグ小田原大会についてです。 

11 月に小田原アリーナで女子バスケットボールの強豪チーム、富士通レ

ッドウェーブと ENEOS サンフラワーズの試合が開催されます。富士通レ

ッドウェーブには東京オリンピックで銀メダルを獲得した町田選手、宮澤

選手、林選手、ENEOS サンフラワーズには宮崎選手らが在籍しています。

こちらの試合については、主催者等と調整を図り、市民招待枠を設けていた

だきました。こちらについては、広報小田原 9 月号で掲載する予定ですが、

市民招待として 1 日当たり 100 組 200 名を招待させていただく予定です。 

その他、連携して実施予定の取り組みは調整中です。 

加えて、3 のバドミントン SJ リーグの開催や 4 の関東大学ラグビーの試

合があります。 

本市は、市民がスポーツを見る、トップアスリートの選手たちを体験する

機会の創出を引き続き図ってまいります。 

続いて、本市等が主催するスポーツイベントについて情報共有させてい

ただきます。資料の一番後ろに付けさせていただいたツーデーマーチのパ
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ンフレットと、スポーツ＆レクリエーションフェスティバルのチラシをご

覧ください。まず、城下町小田原ツーデーマーチです。昨年度は規模を縮小

した 1 日開催でしたが、今年は 4 年ぶりに 2 日開催とします。 

また、ファミリー層も楽しめるように、背表紙に特別企画が記載してありま

すが、ファミリー層の新たな取り組みとしてファミリー層も楽しめる観光

ガイドウォーク、車椅子ユーザーを主な対象としたユニバーサルウォーク

を開催します。 

スポーツ課としては、ウォーキング愛好者だけではなく、さまざまな方に

楽しんでいただき、かつスポーツ実施のきっかけとなる大会を目指してい

ければと考えています。 

オブザーバー 

体育協会 

豊田専務理事 

引き続き、小田原体育協会から、私どもが主催する小田原スポーツ・レク

レーションフェスティバルについて説明させていただきます。お手元の第

14回の資料をご覧ください。 

昨年度はこちらのスポーツ・レクリエーションフェスティバルについて、

スポーツ体験ラリー、赤ちゃんダービーに合わせて約 1,700 名の方にご入

場いただきました。 

今年度も、昨年に引き続き、新たなスポーツ人口の獲得を目的とし、スポ

ーツ絵画展の開催やスポーツ体験ラリーでは車いすバスケットボールやボ

ッチャといった健常者・障がい者を問わず体験できるスポーツを実施した

りする他、デモンストレーションとしてパリオリンピックから新たな種目

となるブレイキンを観客の方にご覧いただくなど、「みるスポーツ」を盛り

上げていきます。9 月 10 日に開催を予定していますので、ぜひご来場いた

だければと思います。以上です。 

江島会長 ありがとうございます。 

事務局の説明について、皆さんから質問やご意見等いかがでしょうか。 

様々な体験ができるようですから、ぜひ皆さんもそれぞれに案内してい

ただくとともに、市民の方々に PRしていただければ、ありがたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 それでは、ご意見等ありませんので、議題（2）に進みたいと思います。

議題（2）小田原市スポーツ施設整備基本計画策定検討委員会について、事

務局よりご説明をお願いします。 

（２）小田原市スポーツ施設整備基本計画策定検討委員会について 

江島会長 議題（2）小田原市スポーツ施設整備基本計画策定検討委員会について、

事務局よりご説明をお願いします。 

事務局 

 

それでは本計画の概要についてご説明します。 

お手元の資料2、小田原市スポーツ施設整備基本計画について、ご覧くだ

さい。本市には多数のスポーツ施設がありますが、その多くは老朽化が進

み、メンテナンスが追い付いていないのが実情です。築70年以上経過してい

る城山陸上競技場や城山テニスコートの他、酒匂川スポーツ広場について

は大雨による冠水により復旧に多額の費用と期間を要します。また、御幸の

浜プールについては、プールの亀裂によって現在一部が利用できない状況

になっています。 

一方で東京オリンピック、パラリンピックの開催によって、スケートボー

ドなどの新しいスポーツはニーズが出始めていますし、パークゴルフ場の

ように整備に向けた要望書が提出されたものもあります。 

このような状況を鑑み、既存のスポーツ施設の適切な管理運営の他、新た

なスポーツ施設の整備に向け、総合計画の推進エンジンの一つでもある公

民連携の視点を踏まえ、今年度と来年度の2カ年で計画を策定し、今年度末

に中間報告として施設整備に関する一定の方向性を示したいと考えていま

す。 

7月末に第1回目の検討委員会を開催したので、その状況について本日は
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報告させていただきますが、今後、検討委員会の中間報告案が固まった際、

改めて審議会でご報告します。このように検討委員会の状況は都度、こちら

の審議会に報告させていただきますので、皆さまからのご意見を取りまと

めて計画策定に反映していきたいと考えています。 

最後に、皆さまには大変お忙しい中、恐縮ですし、検討委員会に参加され

ている委員の方々は重ね重ねになりますが、本計画策定に対してご尽力を

賜りますよう、また、あらゆる角度から検討するために忌憚のないご意見、

スポーツ課をいじめるといいますか、そのような意見でも結構ですので、頂

ければ幸いです。よろしくお願いします。私からの概要説明は以上です。 

事務局 

 

引き続き、私からは資料3「小田原市スポーツ施設カルテ」および資料4

「第1回検討委員会委員発言要旨」について説明させていただきます。時間

の都合もありますので、抜粋して説明させていただきますので、資料は後ほ

どごゆっくりご覧いただければと思います。 

まず、資料3「小田原市スポーツ施設カルテ」です。小田原市の主にスポ

ーツ課が所管する施設の現状、特に課題についてご説明します。この資料は

7月31日に開催した小田原市スポーツ施設整備基本計画策定検討委員会第1

回会議において、各施設の現状と課題について説明するために用いたもの

です。 

先程の部長の説明のとおり、施設の老朽化が顕著であり、スポーツ課が所

管する施設の一番古いものは城山陸上競技場が築68年、アリーナやテニス

ガーテンは築27年と、比較的新しい城内弓道場でも築18年という状況です。

課題として、単に老朽化ではなく、施設の不備や時代にそぐわない設備、こ

れらを改修、更新するための多額の経費が必要になることが挙げられます。 

施設面では、例えば小田原アリーナは空調設備やメインアリーナ内のブ

ラインドが既に故障しています。加えて、大雨の際に雨漏りが発生していま

す。その他の施設の状況として、城山陸上競技場は急な傾斜の観客席、小峰

庭球場はコートのひび割れ、城山庭球場は管理棟や観客席、屋外トイレの老

朽化、御幸の浜プールはCプールのひび割れ、ポンプ、給水管の水漏れなど

が挙げられます。 

設備面でいえば、今は洋式の洗浄機能付きトイレが主流になっている中、

小田原アリーナをはじめ、まだ和式トイレが残っており、もしくは洋式トイ

レはあっても洗浄機能付きトイレが少ない状況です。また、小田原アリーナ

のメインアリーナの照明、市内小中学校で夜間の学校開放を行う夜間照明

設備はまだLED灯になっていません。また、施設を継続して利用していくた

めに小田原テニスガーテンの人工芝の定期的な張り替え、城山陸上競技場

の日本陸上競技連盟公認継続のための改修、大雨や台風で冠水した場合の

酒匂川スポーツ広場、酒匂川左岸サイクリング場の復旧経費等は多額な費

用に加え、長期間の復旧期間も要します。プールについては、御幸の浜プー

ル以外では市内に民間事業者が運営するプールが5カ所ありますし、近隣市

町にプールが存在しているため、広域利用が可能な状況にあります。このよ

うな状況から、公共施設としてプールをどのようにしていくかについても

考えなければなりません。 

これら設備以外の運用面においては、アリーナをはじめとした有料施設

や酒匂川スポーツ広場のような無料施設を問わず、使用料のあり方など、受

益者負担に関し、市全体で考える必要もあります。このように多岐にわたっ

て多くの課題を抱えている状況です。 

続いて、資料4「第1回検討委員会委員発言要旨」を説明させていただきま

す。先ほど述べた資料に基づき各施設の現状や課題等を説明した上での委

員の方々からの発言です。 

まず、計画策定の進め方に関する質問として、検討対象は市の公共施設全

体になるのか、それともスポーツ課所管だけなのかという質問がありまし
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た。これに関しては、スポーツ課所管だけではなく、市全体の公共スポーツ

施設を対象にするという説明と回答をしています。ご意見としては、計画の

着地点について、市の総合計画では2030年が一応、区切りになっています

が、そこに合わせるのか、さらにその先の長期的な視点にするのかというご

意見がありました。 

検討に当たっての視点については、施設利用者の圏域、利用目的、競技志

向か、健康志向かなどを整理する必要性などのご意見を頂きました。 

また、スポーツ施設の現状と課題に関しては、総合運動公園の設置、身近

で気軽にスポーツができる場所に対する要望のご意見がありました。また、

御幸の浜プールの代替として学校のプール活用、城山陸上競技場の改修に

より集客や経済的な効果が望めるのではないかというご意見の他、無料施

設を含め、施設利用料の見直しの必要性についてご意見を頂きました。 

説明は以上ですが、これら本市のスポーツ施設が抱えるいろいろな課題

を整理していく中で、先ほど部長が申し上げたように、委員の皆さまから

様々な観点からご意見をいただいた一方で、現在、競技団体をはじめとした

関係団体に対してアンケート調査とヒアリング調査を行っています。その

結果を踏まえ、計画策定に向け作業を進めていきたいと考えています。 

江島会長 ありがとうございます。小田原市スボーツ施設整備基本計画策定検討委

員会でのご意見、それに対する方向性について事務局よりご説明しました。 

スポーツ推進審議会の中で、皆さんはいろいろな立場があると思います

し、様々なご経験もあると思いますので、そのようなことを踏まえ、小田原

市のスポーツ施設の基本計画をどのように進めていけば良いかご意見いた

だければと思います。非常に広範囲であり、何から進めるべきかの判断も難

しい話ではあります。施設そのものについて、資料等に現況や課題も並べて

いただいていますが、その点以外にも、普段使いの際に気になるところ等も

含め、ご意見いただければと思います。 

齊藤委員 非常に分かりやすい資料で、いろいろな施設の状況が分かりました。 

老朽化が進み、その対策にお金がかかるのは仕方ないかと思います。例え

ば御幸の浜プールはどんどん古くなり、配管も壊れてしまったようですが、

一方で子どもたちが楽しみにしている施設でもあると思います。それから、

プールを利用して健康増進を心がけている高齢者にとって、安い金額でス

ポーツを実施できる有用な施設でもあると思いますので、収益性を考慮し

てしまうと、今のように気軽に通いづらくなるかと思います。 

利益を考慮する施設と、子どもや高齢者が気軽に使える施設、その辺は分

けてやっていただくと良いと思います。 

それから、御幸の浜のプールは庇や屋根が道路側にしかないので、もう少

し屋根があると、暑さを気にせず利用者の方が涼みながら楽しめると思い

ます。 

コロナ禍の影響で遊ぶ施設や運動する施設が最近はなくなってしまった

ので、ぜひ末永く使える施設として御幸の浜プールを残していただきたい

と思いました。 

上原委員 御幸の浜プールに関連した質問ですが、今も塩水のプールですか。 

事務局 塩水用ポンプが壊れて以降は、水道水です。 

上原委員 昔は塩水だったので、子どもにとって気軽に塩水に触れ、かつ普通のプー

ルと塩水との違いが分かって良かったかと思いますが、今は塩水ではない

のですね。 

例えば南足柄市のように、小田原市に室内プールがあることが本当は理

想かと思いましたが、なかなか場所もないので、難しいかと思いました。 

他には、アリーナや城山陸上競技場は市民も使うと思いますし、他市から

いろいろな利用者が来るので、他市の方も頻繁に利用する施設は、優先して

改修をしていただいた方が良いのではないかと思います。もし資金が足り



5 

ないのであれば、例えばクラウドファンディングを利用してみるのも一つ

だと思います。例えば、アリーナはブラインドがぼろぼろで、他市の人に見

られるのが恥ずかしいぐらいですので、それこそ市の人に寄付を求めれば、

出資する人もいるのではないでしょうか。市の財政だけではなく、そのよう

な財源も考えていただければと思います。 

江島会長 ありがとうございます。 

施設の運営やプールに関するご意見がありましたが、他の皆さんはプー

ルや水泳に関してご意見はありますか。 

上原委員 最近の子どもは泳げない子が結構いる印象です。私の息子のことなので

10年ぐらい前ですが、プールに行ったとき、11人中3人ぐらいしか泳げませ

んでした。他のスポーツは出来るのにも関わらず、また学校で教わる時間も

限られているためかもしれませんが、スイミングスクールに通う子と通っ

ていない子のギャップが顕著に感じました。 

他のスポーツも同様ですが、スポーツクラブに入っている子と入ってい

ない子はだいぶ差が出ています。私は整形外科専門ですが、その観点から、

身体的なことに関しても差が生じている気がします。災害時に泳ぐわけで

はありませんが、「泳ぐ」ことは小学生のうちに、しっかり学べると良いの

ではないかと思います。 

江島会長 学校は、プールに関していろいろ問題があるようですが、夏は事故が非常

に多いため、そのような意味でも、水泳の習得に向け、練習など、いろいろ

な形の取り組みがあるといいと思います。 

佐藤委員 委員の方々の立場やポジションで、意見も変わると思いますが、特徴的な

クラブを運営しているため「みるスポーツ」視点で発言します。 

小田原アリーナを活用し、日本のフットサルリーグを開催させていただ

いていますが、「みるスポーツ」の視点でいうと、新規の体育館に関しては

照明や空調設備、居室の活用方法も、大きな大会に対応したつくりになって

います。小田原アリーナは、全国的にも非常に大きく、居室の確保という意

味でも十分な設備を有する施設かと思います。 

今、競技を実施＆応援で盛り上げるエンターテインメント系と、トップス

ポーツを誘致するという二通りの観点があります。私たちが実施している

いるのはエンターテインメント系ですから、そのような意味だと、LEDの照

明は必須です。既にBリーグなどは、アメリカのスポーツのようなエンター

テインメントな演出をかなりやっています。 

それだけのスポーツ体育館という用途に関してはあまり意味のないこと

かもしれないですし、場合によっては上を見る競技においてはLEDだと、結

構まぶしくてやりづらいという意見をよく聞きますが、こと市民の方や県

外、市外の方が来て関係人口を増やしていくという意味では、エンターテイ

ンメント設備である音響と照明の二つは整備を進めると、やれることが非

常に増えてくるかと思います。僕たちは今、実際に小田原アリーナを使って

いて、照明がLEDだと、できる選択肢が相当増えるかという感じはあります。 

江島会長 ありがとうございます。アリーナなど古い施設は、様々な問題を抱えてい

ると思います。その点を考慮しても、様々な対策が必要だろうと思います

が、もっとこのようなものが欲しいという意見等はいかがでしょうか。 

上原委員 改修の進め方について、同時進行的に進める予定ですか。それとも、他の

いろいろな施設を同時進行的に進めていくのですか。または優先順位を付

けて順番にやっていく予定ですか。 

事務局 費用のこともありますが、優先度は整理する必要があると思っています。

その点は関係団体の方のご意見など、もろもろ含めて判断し、改修を実施し

たいと思います。そもそも、一斉にまとめて実施することは、財源的に無理

だと思いますので、その辺の整理が必要となります。 

上原委員 小田原市はたくさん良い施設があります。しかし、点在していて交通アク
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セスが悪い施設もあります。例えば、アリーナの駐車場が不足するようなイ

ベントがあれば、駅から会場までのバスを活用する、それは観光に関しても

同じことかと思いますが、そのように公共の乗り物の利便性が向上すると

良いかと思います。 

野田委員 小学校、中学校の先生がいらっしゃっているので伺いたいのですが、アリ

ーナで運動会や球技大会のような催しが、学校単位で確保されている日程

があります。それは学校では実施が難しいのでしょうか。それにより、一般

利用者の利用可能枠も圧迫されるため、可能であれば学校の体育施設で実

施していただきたいと思います。 

市川委員 中学校が学校単位で利用する枠は殆どありません。ただ、もしかしたら近

隣の学校が多少確保している場合はあるかもしれません。 

一方で、中体連や各種大会に利用している場合はあります。 

高田委員 小学校はないです。 

事務局 高等学校は学校単位での利用も入っています。その場合も小田原アリー

ナくらいの規模がないと練習できないため、利用していると思います。その

ほかには保育園等の利用もあります。園のイベントを実施するにあたり、天

候に左右されないことと、駐車場が多数確保できることがメリットのよう

で、利用してもらっています。 

野田委員 学校が利用するにあたり、利用枠を優先したりなどはあるのでしょうか。 

事務局 公立学校が主体の大会については、優先にすることもあります。調整会議

で団体さんの調整前に行政の事業として入っているパターンもあります

が、ことメインアリーナの全面利用される場合は、調整会議が終わった後、

利用の２～３カ月前くらいに、アリーナ窓口で相談を受け付けています。 

野田委員 つまり、幾つかは優先的に利用枠が調整されていることだと思いますが、

これだけ広く、代替のない施設ですので、利用に際し、小田原市民が一般で

使うのが優先なのか、それとも外部の大規模な利用が優先なのか、全然分か

りません。 

江島会長 なかなか難しい問題ですよね。使ってもらわなければお金は入りません

し、使えば市民の方が気軽に使えない状況かと思います。普段から使ってい

る方もいらっしゃると思いますが、小さなことでも構いませんので、もっと

改善してほしいことなど、ご意見いかがでしょうか。 

上原委員 酒匂川河川敷施設の復旧の際は、お金が結構かかっていると思いますが、

国から補助などあるのでしょうか。 

事務局 被害規模によりますが、直近では令和３年度に２回ほど冠水しています。

その際は、市のお金で復旧作業を行っています。それ以前は、令和元年度に

非常に大規模な被害に遭い、バックネットや支柱等の工作物も根こそぎ流

される被害がありました。あの場合は金額が非常に大きかったので、一部の

費用は国の補助を頂きながら復旧しました。 

上原委員 多少の雨でも直ぐに冠水してしまうため、その都度多額の費用をかけて

復旧しているのはすごいと思います。 

２～３年で定期的に被害に遭っているようにも見えますが、サッカーや

野球を実施するための代替地がないからしょうがないのでしょうか。 

事務局 河川敷のスポーツ広場は 10万㎡という広さを誇り、多様な競技が実施で

きる場所になっています。それを同規模かつ 1 か所にまとめて作るのは非

常に困難です。また、復旧までの使えない時期が長くなるのも問題です。

今、補助金を使う話がありましたが、補助金を使えば市の財源は低減できま

すが、市の事務手続き上、申請と工事に必要な期間が長くなってしまいま

す。様々なことを考慮して、どのようにしたらよいかという検討をしていま

す。 

新しい施設を造るには多額の経費が必要ですが、例えば河川が氾濫する

のは、今までの統計上、単純計算でおおよそ 10年に一回、大きい災害が来
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ます。であれば、10年間で平均すると年間 1,700万円ぐらいの経費がかか

ります。一方で、例えば 40 億円、50 億円、もっとかかる施設を整備する

と、割り返すと 300年から 400年ぐらいしなければ元が取れない状況にな

ります。つまり、一体どこで整備するか、もしくはそうではないかを考え、

現時点では両論併記で考えています。ただ、いずれにせよ使えない期間があ

るのは事実ですので、例えば、その時のための代替施設を市がスポット的に

借りる方法はあるかもしれません。 

上原委員 代替地の候補はありますか。 

事務局 現時点では、決まってはいません。 

齊藤委員 小田原市内だけではなく、例えばソフトボール場は厚木が持っているの

で、厚木に使わせてもらうこともあろうかと思います。 

事務局 

 

その話もします。ただ、公共施設は、特に季節のいい土日は大体どこも埋

まってしまっています。そうすると、お金が高くてなかなか使われていない

所をターゲットにするしかないと。どうしても困った時の保険だと思って

やるしかないのかという考えはあります。 

𠮷田委員 小田原球場（上府中）の利用状況はいかがでしょうか。 

事務局 たぶん利用調整会議でやっていると思いますし、使用できないシーズン

もあるものですから、実際にはコンスタントに入っているとは思いますの

で、それこそ酒匂川スポーツ広場とは状況が異なると思われます。 

上原委員 それをうまく利用できれば、少しは何かいいのかと。他のバスケットボー

ルではないですが、サッカーなどを少しやる所は意外と埋まっていると思

います。ただ、球場だけは意外と空きがあるかと感じている部分がありま

す。 

事務局 私も時々見に行くと、平日は空いていることが多いですが、土日は相当入

っているように見えますし、高校野球はそろそろ秋の大会が始まります。プ

ロ野球でも時々使いますし、民間や地域の人たちが使う時があるので、使い

たい時が集中して、土日はどうしても重なってしまいます。これが分散して

いれば、そんなことはないでしょうが、これはもう無いものねだりなので、

むしろどのようにすればいいでしょうか。皆さんからアイデアがあれば頂

きたいところです。 

江島会長 話は利用をどのようにするかになっていますが、私からお聞きしたいの

は、いろいろな公共施設があり、小田原市では使用または利用についてワン

ストップサービスではなく、バラバラですよね。アリーナはアリーナ、競技

場は競技場という形で、例えば今出た上府中公園もそうだと思いますが、そ

れはそちらでやっています。小田原市は利用に関してワンストップサービ

スになっていないはずです。 

そのようなことについて、市民の方たちは一体どのように思っているの

でしょうか。同じスポーツ施設でありながら、なぜ小田原市は一本化しない

のかということがかなりあるわけです。そのような意味でいろいろな形の

中でやっていて、その辺りは限界があることは承知ですし、施設ついては施

設そのものもありますが、使用についてどのようにするかという話はどう

しても必要だと思います。 

今はデジタル化時代ですし、施設そのものではなく、利用の仕方でもう少

しいろいろとご意見があればいいと思います。それから、先ほど優先順位の

話がありましたので、それを含めてご意見があればお聞きしたいと思いま

すが、いかがですか。どうぞ。 

齊藤委員 

 

海老名市の施設は、市のホームページで利用状況を一括で見ることがで

きるものがあります。そうすると、何年にどれだけ使われて、どれほどの需

要があるのかということが全部数字で出てきます。直接そこに問い合わせ

たりするのではなく、そこさえ見れば、予約状況だったり、予約できたりす

ることがホームページで見られます。つまり今言われた一元化のようにす



8 

ることはすごくいいのではないかと思います。 

小田原市ではそのようなことを検討していますか。会議室がこの日は空

いている、空いていない、予約が取れたり、このような施設も学校やスポー

ツ大会が使っている、使っていないと見られたりすると便利ですし、そこを

見れば分かります。ここは改修中だとも分かりますし、新しくリニューアル

されたこともそこを見ればいいですから、そのようなものがいいのではな

いかと思いますが、そのようなことは何かあったりしますか。 

事務局 予約のワンストップの話につながりますが、基本的に小田原市に公共施

設予約システムがあるので、多くのスポーツ施設は予約手続きをすること

ができるようになっています。ただ、先ほど会長がおっしゃったように、小

田原球場、上府中のスポーツ広場については別のシステムになってしまっ

ています。そこの部分は確かに野球の人たちが酒匂川スポーツ広場で野球

をしようとすれば、そちらのシステムを使えばいいのですが、小田原球場を

使いたければ、別のシステムを使わなければいけないことは実際にありま

す。 

私たちは公共施設予約システムで、市全体としていろいろな文化施設も

含めて活用しているシステムに入っていますが、小田原球場さんは公園の

施設というくくりの中でやっており、システムの管理や運営も公園を管理

している事業者さんが球場と広場を公園の一施設として一体的に管理して

います。スポーツの部分を抜き出してスポーツが管理するのか、公園という

今の形で管理するのかという考え方で違う線になってしまっている現状は

あるかと思います。 

江島会長 施設そのものの立地よって、これは公園法によって駄目だと、いろいろな

ことがありますが、その辺は日本の法律の中ではやはり難しいですよね。利

用している方からすると、納得がいかないことが多いものではないでしょ

うか。できれば施設そのものについて、小田原市がバランスを取ってある程

度一元化できればいいのではないでしょうか。利用者にとっていかに便利

な形になるかが一番大事なことです。 

佐藤委員 意見といいますか、最近付き合っている業者さんの話ですが、予約システ

ムの知見があり、そこも行政区域だけではなく、やはりもう少し広域で統一

した方がいいという提案が結構多いです。市民の方は市内の施設を必ず使

わなければいけないのではなく、車で 10分の隣の市町の施設であれば代替

できる場合がありますし、状況がよく分かります。場合によっては 1 面専

有するのではなく、スポーツジムのように今混んでいるか、混んでいないか

と、一元管理のシステムを置いている業者さんがいます。 

これはここに住んでいる施設利用者もそうですし、遠くから予約を求め

てくる人も、おそらくこの辺で何かやりたい、合宿をしたいという時に 1

回、小田原を調べて空いていないので、隣の市町を調べるという、バラバラ

になってしまっているものが 1 個にまとまっていると、少しスポーツ通勤

圏に近い県外以外からの関係人口を増やす流れがスムーズになります。割

とその仕組みのベンチャー企業は何社かありますので、実際にいろいろと

コミュニケーションを取るといいです。 

それから、行ってただ鍵を開けて使うような施設は、どんどん無人に移行

している話を聞きます。誰かが鍵を管理し、使用時は管理者と鍵の受け渡し

をしていた施設が、いわゆる電子ロック式キーボックスのようなものが設

置され、予約時に整理番号をもらい、その整理番号で電子ロックを開錠し鍵

を受け取るような仕組みです。場合によっては、ボックスの中に備品が入っ

ているものを置いている業者さんがいます。DX と言うと、少し違うのかも

しれませんが、市内でも導入が進展すると良いかもしれません。 
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事務局 施設予約システムは、小田原市に入ってもう 20 年近く経ちますが、2 台

目のシステムだと思います。たぶん 10年は軽く超えていると思うので、そ

ろそろ更新時期が来るのではないかと思っています。ですから、恐らく今の

システムは今どきではない仕様になっているので、使いづらかったり、情報

が足りなかったりする話はあると思います。 

ただ、広域になると、広域の運用ルールをまとめて統一した方がいいの

か、しない方がいいのかと。たぶんしなくてもカスタマイズでどんどんでき

ると思いますが、使っている利用者さんが分かりづらいことが出るかもし

れないのであれば、本来はルールや運営時間、もっと言うと、料金まである

程度同じように整えてシステムに入れるのが一番いいのでしょう。 

しかし、そこまで考えると、今度はシステムが入らなくなってしまいま

す。ですから、どこかで落としどころを決めて入れなければいけないのでし

ょうが、仕組み自体は恐らくそろそろ更新時期ではないかと思うので、われ

われも今のようなお話を伺いながら、どのような情報や仕組みになれば便

利なのか、時代の流れによってベンダーさんからの提案もどんどん変わっ

てくると思いますから、そのあたりは注視しながら進めたいと思います。 

江島会長 ありがとうございます。他にいかがですか。先ほど施設の備品などが壊れ

ているという懸案がありましたが、実際にきっとスポーツ課さんからした

らとても困っているのだろうと思います。非常によく知っている人が使っ

ている場合と、そうではなく、それがもっと広がった時に、そのような施設

のことをあまり知らない、また、その施設の使い方やルールがよく分からな

いで使っている方がかなり多いだろうと思います。 

広げれば広げるほど施設はどうあるべきか、ということは思うんですね。

ですから、そこがどのようになっていくのかは問題です。ある意味、使用者

のマナーが大事になるかと思いますが、使用についてこのようにマナーの

悪い人間がいるのだと、スポーツ課さんに何か入りますか。そのようなこと

は入りませんか。最近、破壊はないですか。 

事務局 破壊はないです。最近聞いたのは、酒匂川スポーツ広場は無料の施設で、

システムで予約できますが、河川敷なので、当然鍵がある、ないではないで

すから、予約して場所を確保できれば使ってくださいという形で使ってい

ただいています。予約したのに都合が悪くなって使わなかった時は、システ

ムで解除・キャンセルのご連絡を頂かないと、利用枠が空かないのですが、

まれにそれをされない方がいらっしゃるようです。予約が入っているはず

なのに、あの時間は誰も使っていなかったということがありました。予約を

していただく時の約束事として、キャンセル時はその連絡が必須である旨

を、画面上に表示していますが、そのご連絡を頂けないケースは 2～3あり

ました。 

野田委員 マナーであれば、うちのクラブは月曜日の午前中に使いますが、土日のイ

ベントの直後なので、倉庫内はかなりガタガタになっています。指定管理者

がこれはここと、きちんと位置付けをされて、指導もされているにもかかわ

らず、ぐちゃぐちゃになっているものがあります。それはしょうがないと思

います。まだ慣れていない方々が使って、出した人がしまえばいいものをそ

うではないことがあるので、仕方がないと思っています。 

ただ、これは施設関係がどうのこうのではなく、指定管理をなさっている

方にもう少し人材を派遣していただいて、片付けをする時に見るという話

になると思いますが、マナーはかなり悪い部分がありますよね。 

𠮷田委員 逆に借りた時にないものがあったり、同じものがあったりします。 

グラウンドゴルフは特にそうですが、6色なければいけないのに色がなか

ったり、スティックと同じ色ではなかったり、探すと、全然入っていませ

ん。 

グラウンドゴルフをやっていると、いろいろな備品がないことやアリー
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ナのトイレはどのようにすればいいか、こちらで用意した方がいいのかと

いうのはあります。言っていますが、それはなかなか反映されていません。 

貸し出す時にきちんと点検してそろっているかどうかを見るのは管理だ

と思うので、やはりきちんとしてもらえるといいと思います。 

 

事務局 恐らく返却の時にきちんとそろっているかどうかを確認する必要があ

り、色がきちんと一つずつそろっているか、もしくはきちんと物があるかと

いうチェックですよね。チェックリストでもいいと思いますが、そのような

ものはあった方がいいかもしれませんので、いろいろ検討させてください。 

グラウンドゴルフの貸し出しは委託ではなく、体育協会の自主事業なの

で、そのようなご意見があった旨は伝えさせていただきます。 

江島会長 公共施設については、本当にいろいろな問題がたくさんあります。施設そ

のものをどのように考えるかは大事なことだと思います。実際に小田原市

の場合は、今まで利用する人たちのために施設を造っています。例えば陸上

競技場は陸上競技をやる人のために造っている施設です。 

ですから、今のように市民の方たちがたくさんスポーツをやる場合に、そ

のような所を使っていろいろな形でやってくださいという時代に造ったも

のではありませんので、専用施設です。ですから、そこの施設に行ってやる

のはそのスポーツだけです。そこに行っていろいろな楽しみをしようとい

う考え方はまるきりなかった時代ですから、その辺で施設そのものは考え

方の上でもいろいろ問題がある施設だろうと思います。 

それと同時に、そのようなことを考えているので、小田原市の至る所にぽ

つん、ぽつんとある感じになってしまうのだろうと思いますが、そのような

ことを含めてスポーツ施設の在り方をぜひ皆さんに検討委員会で議論して

いただけると、ありがたいと思います。もう随分、70 年近く経っている所

もありますし、20年以上経っている所もあります。70年前、20年前ですか

ら、時代はどんどん進んでいますので、ぜひその辺を踏まえた上での検討委

員会にしていただくと、ありがたく思います。どうぞ。 

齊藤委員 先ほど全て LED 化されていないという意見を言ったと思います。僕は小

田原キャンパスで卓球部の顧問をやっていますが、LEDだと、確かにボール

がすごくよく見えるので、卓球の大会をするならば、ここでやろうかという

幅の広がりがあったりしますから、大きい大会ができるようになるかもし

れないので、LEDに替えることは優先してやった方がいいと思います。 

他のここは後回しにするという施設があっても、例えばトイレだけは早

めに直していただければと思います。といいますのは、例えば男子の屋外に

あるトイレはすごく暗かったり、昼間でも暗かったり、少し危ないといいま

すか、子どもが使うには怖いといいますか、古かったり、電気がつかなかっ

たり、衛生的な問題があったりするので、大きな大会ができるような所を優

先的に改修するためにお金を使って良いと思います。 

それ以外の後回しのところでも、例えば普段使っていて気持ち良く使え

るようにトイレは一緒に直すといいますか。大きなところもやりますが、後

回しのところでもトイレだけは先に直していただくと、どちらも気持ち良

く使えるのではないかと。順番が回ってくれば、トイレ以外のところも改修

するために使ってもいいかと思います。 

古いトイレが多く、別にウォシュレットを付けてほしいという意味では

ないですが、やはり屋外にすると、これだけ暑くても外からの日が入らなか

ったり、換気が少し悪かったり、そのようなことは少し気になるかと思いま

すし、衛生的にどうなのかと感じます。 



11 

事務局 私もここに来てすぐにトイレはやらなければいけないと思いました。た

だ、のスポーツ施設だけではなく、学校もトイレがまだですよね。 

そのような意味でいうと、市の公共施設全体がまだできていない部分が

多く、その中でもスポーツ施設はスポーツ施設以外の利用の仕方があった

りします。例えばアリーナのトイレは和式もありますし、男性の小便器も小

学生や今の子どもたちは洋式トイレしか使えない子が多く、こないだ、キッ

ズマラソンをやった時にトイレが大渋滞していました。最初は分からなか

ったのですが、子どもたちが洋式しか使えない状況だったので、どの子もそ

こに集中してしまって大渋滞でした。 

従って、時代の流れに合っていないのは事実だと思うので、このあたりは

事あるごとにトイレがと、市長に言っています。うるさいと思われているか

もしれないのですが、トイレがおかしい、トイレを何とかしてほしい、やら

なければいけないですねと、洗脳するように言っています。だから、これは

われわれだけではなく、他の公共施設全般が今そのような課題を抱えてい

ますが、その中で全部やらなくても少しずつでも進めなければいけないと

思っていますので、承知しています。 

江島会長 ぜひその辺のところは優先的にやっていただけると、ありがたいと思い

ます。他にいかがですか。よろしいですか。スポーツ施設はスポーツ施設だ

けではなく、いわゆる市民として小田原市に住んでいる人たち、または当

然、外から来る人たちがいますが、やはり一番の目的は小田原市民が豊かな

生活ができることですよね。そのためにスポーツ施設があると考えていい

と思います。そのような意味で、やはり今までの考え方のスポーツ施設は少

し古いのではないかと。どうしても豊かな生活になっていないと思うので、

小田原の文化そのものがその程度だという目で見られる感じもあります。 

ですから、ぜひその点も踏まえて、スポーツ施設はスポーツ施設だけでは

なく、一番の問題は小田原市民が豊かな生活ができることなので、ある意

味、もう少し小田原のまちづくり全体の中でどのような位置付けになるか

という点を踏まえて議論していただきたいと思います。そのようなことで

だんだん時間がなくなってきますので、委員の皆さんでぜひこれは言って

おきたいということがあれば伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。ど

うぞ。 

江原委員 前から気になっていたのですが、小田原スポーツ会館がありますよね。私

が今調べてみたのですが、外観を塗り替えた方がいいのではないかと思っ

たりしているので、それはどのような形の管理になっているかを聞きたい

です。 

事務局 小田原市直轄の施設ではなく、小田原市事業協会が管理している施設に

なっています。 

五十嵐委員 スポーツセンターは一般利用者の方にたくさん利用していただいていま

す。リニューアル以前は駐車場は無料でしたが、リニューアル後は有料にし

て、駐車場を広くしました。善行のスポーツ施設は駅前ですから、電車で来

られる方もすごく多いですが、休日は駐車場が満車の状態です。 

駐車場については、受益者負担の考え方も含めて、計画段階からしっかり

検討したほうが良いと思います。 

事務局 駐車場の有料化の件は、スポーツ施設だけではなく、やはり公共施設全般

で検討しています。 

しかし、なかなか有料化に踏み切れないところがあります。駐車料金と併

せて使用料を考えています。小田原市は実はずっと使用料の見直しもでき

ていません。使用料に関しては、企画部が中心にやっていますが、その辺の

タイミングが合った時に併せてやることはその中で全体やバランスを見
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て、そのうちの一つにスポーツ施設も当然ありますし、施設の数でいうと、

スポーツ施設が一番多いので、駐車場は結構持っていると思います。確かに

アリーナはこれだけあれば、駐車場収入は相当入ると思います。ですから、

それは本当に貴重な意見だと思いますので、この中の検討にしっかり入れ

ていきたいと思います。 

江原委員 利用料ですが、河川敷の酒匂川スポーツ広場はなぜ無料ですか。 

事務局 感覚でいうと、酒匂川スポーツ広場については、神奈川県から借りている

土地です。そのような市が借りている土地で、料金を徴収することをしてい

ないのが現状です。しかしながら、料金徴収は、絶対にできないわけではな

いと思いますし、酒匂川スポーツ広場のような県から借用している河川敷

を利用したスポーツ施設で利用料を徴収しているところがあったような気

はしますので、よく調べながら対応していきたいと思います。 

江島会長 簡単な話で、社会で一番大事なのはお金の面だと思いますので、それがど

のようになるかはすごく大事なことです。施設そのものを改修するにして

もお金が必要ですし、そのお金をどのように生み出すのかは非常に大事か

と思います。全て税金で賄えば良いという時代ではないので、そのようなと

ころに対して知恵を絞ることも大事だろうと思います。 

いかがでしょうか。まだご意見はありますか。ご意見があればお伺いした

いと思います。もしないようでしたら、時間もありますし、終わりにしたい

と思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。年間の回数がそんなに

多くありませんので、いろいろなところで意見をいただければ。 

上原委員 小田原アリーナに医務室があると思います。あそこに何も物が置いてい

ないのですが、それは医務室としてどのようにして使うつもりでしょうか。 

医務室には何もなく、薬もなければ、道具もありません。この前、そこでや

ったことがあって、手当てをしようと思っても何もなかったです。おまけに

水道の蛇口を使おうと思うと、給水のお湯が出る方が上がっていて、使い方

も分からないので使えない状況でした。でも、医務室として設定されてお

り、ベッドはありますが、何もない状態でした。 

スポーツジムを自分で借りたりしている方がいらっしゃるではないです

か。そのような方は医務室があったと思って入っても何もないので、医務室

として機能していないと思いますが、そのようなものはなくてもいいと、設

定されているのですか。それとも誰も使わなかったので、そのようになって

しまったのですか。その辺はやはり使うところだと思いますから、小田原市

としてイベントの時にイベントの方だけに頼むのではなく、そのようなも

のがないといけないのではないかと、医師会としてそのような話があった

ので、よろしくお願いします。 

市川委員 公共施設はいろいろな所をお借りした経験がありますが、基本的に利用

者が持ち込みなさいという作りが多いです。先生がおっしゃることは当然

そのようにした方が望ましいと思いますが、今までがそのような作りだっ

たので、今後についてはというところになります。 

事務局 お医者さんが常駐しているわけではないですからね。 

上原委員 そうです。何もなかったので、絆創膏ぐらいはあるかと。 

江島会長 今はそのようなことになっていますが、時代に合わせてどのようにする

かは課題になることだと思います。一度決めてしまうと、絶対に変わらない

のが日本のシステムのような気がしますが、そのようなことは日々検討し

ながらやっていただけると、ありがたいと思います。もしなければ、以上を

もって第 1回審議会は終わりにしたいと思いますが、よろしいでしょうか。

では、事務局に司会を戻したいと思います。 

事務局 長時間にわたり議論していただき、ありがとうございました。以上で、小
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田原市スポーツ推進審議会令和５年度第１回審議会を終了いたします。 

 


